
法面植栽に適したグラウンドカバ－プランツ苗生産における用土別施肥法

法面植栽に適した４種のグラウンドカバープランツについて、苗生産における［要約］

用土別ポット当たりの適正な施肥量は種類によって異なる。ア－クトセカの場合は芽数

や生体重からみて、赤土用土では被覆複合肥料３ｇが、山砂用土では同２～３ｇが適当

である。
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［背景・ねらい］

グラウンドカバープランツの中で中山間地域の傾斜地、法面の土壌浸食防止、雑草発生

の抑制等の環境保全機能を有するアークトセカ、コグマザサ、ヘデラ・カナリエンシス、

リュウノヒゲについて、効率的育苗法を確立するため、苗生産における用土別の施肥法を

明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１ アークトセカのポット苗生産は 赤土用土の場合 ポット当り被覆複合肥料270 総Ｎ． 、 、 （

成分量 ３ｇが適し 山砂用土では被覆複合肥料270の２～３ｇ施用が適している 表） 、 （

１ 。）

２．コグマザサは、赤土用土の場合、ポット当り緩効性化成肥料（総Ｎ成分量）１ｇ・４

回分肥施用または被覆複合肥料270の２ｇ施用が適している 山砂用土では ポット当り。 、

被覆複合肥料270の１ｇ施用が適している（表２ 。）

３ ヘデラ・カナリエンシスは 赤土用土の場合 ポット当り被覆複合肥料180の１ｇ施用． 、 、

が適し、山砂用土では緩効性化成肥料２～３ｇ・２回分肥施用が適している（表３ 。）

４．リュウノヒゲは、赤土の場合、ポット当り緩効性化成肥料１ｇ・４回分肥施用または

被覆複合肥料270の１～２ｇ施用が適している 山砂用土では ポット当り緩効性化成肥。 、

料２ｇ・４回分肥施用または被覆複合肥料270の１ｇ施用が適している（表４ 。）

［成果の活用面・留意］

１．供試用土は三重県産の赤土：pH4.2、山砂：pH4.4である。



［具体的デ－タ］

表１．アークトセカの用土別の肥料、施 表２．コグマザサの用土別の肥料、施
肥量の違いが生育に及ぼす影響 肥量の違いが生育に及ぼす影響

基本 肥料名 増加 株生重 基本 肥料名 芽数 株生重
用土 施肥量 芽数 ｇ 用土 施肥量 ｇ

緩効性0.5g 2.3 37.7 緩効性 1g 57.5 65.0

赤 化成肥1.0g 2.0 46.7 赤 化成肥 2g 32.0 53.6

料 1.5g 2.0 58.6 料 3g 42.0 39.5
被覆複1.0g 3.7 69.7 被覆複 1g 30.0 36.3

土 合肥料2.0g 3.0 82.0 土 合肥料 2g 49.7 52.0
270 3.0g 3.3 98.4 270 3g 41.0 40.3

緩効性0.5g 2.3 32.7 緩効性 1g 20.7 19.0

山 化成肥1.0g 2.6 55.7 山 化成肥 2g 16.0 19.6
料 1.5g 2.0 97.0 料 3g 25.5 19.5

被覆複1.0g 4.3 77.4 被覆複 1g 47.7 43.0
砂 合肥料2.0g 4.3 101.6 砂 合肥料 2g 31.5 17.5

270 3.0g 4.3 97.7 270 3g 21.0 21.7

＊基本用土２：ﾋﾟｰﾄﾓｽ１：ﾊﾟｰﾗｲﾄ１(体積比) ＊定植:H9/9､調査:H10/6､施肥量はＮ成分量

＊定植:H9/9､調査:H10/1､施肥量はＮ成分量 ＊緩効性化成肥料:4回･分肥施用/15cmポット

＊緩効性化成肥料:2回分肥施用/15cmﾎﾟｯﾄ 被覆複合肥料:全量元肥

被覆複合肥料:全量元肥

表３．ヘデラ・ｶﾅﾘｴﾝｼｽの用土別の肥料、 表４．リュウヒゲの用土別の肥料、施

施肥量の違いが生育に及ぼす影響 肥量の違いが生育に及ぼす影響

基本 肥料名 蔓長増 株生重 基本 肥料名 芽数 株生重

用土 施肥量 加比 ｇ 用土 施肥量 ｇ

緩効性 1g 4.10 43.2 緩効性 1g 13.7 48.3

赤 化成肥 2g 3.94 39.6 赤 化成肥 2g 13.0 42.7
料 3g 3.61 51.8 料 3g 11.0 36.3

被覆複 1g 4.34 50.8 被覆複 1g 14.0 46.0

土 合肥料 2g 4.33 44.8 土 合肥料 2g 12.0 50.7
180 3g 4.42 44.2 270 3g 11.7 40.3

緩効性 1g 5.64 46.4 緩効性 1g 13.0 46.3
山 化成肥 2g 5.53 55.0 山 化成肥 2g 14.7 53.0

料 3g 7.10 60.0 料 3g 9.7 36.0

被覆複 1g 5.00 51.0 被覆複 1g 18.7 56.0
砂 合肥料 2g 3.69 53.0 砂 合肥料 2g 13.7 45.3

180 3g 4.01 50.6 270 3g 12.0 44.0
＊定植:H11/6､調査:H11/11､施肥量はＮ成分量 ＊定植:H9/9､調査:H10/6､施肥量はＮ成分量

＊緩効性化成肥料:2回分肥施用/15cmﾎﾟｯﾄ ＊緩効性化成肥料:4回･分肥施用/15cmﾎﾟｯﾄ

被覆複合肥料:全量元肥 被覆複合肥料:全量元肥
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